
クラック位置図その１（参考）

クラック位置図その２（参考）
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[1.4.1]

[2.4.1]

[2.4.1]

１００ ３０００

共同住宅

WRC造・1階建

888.73

17.60

2406.68m2

都市計画区域内　無指定

(工事対象外)

受注者は、「県有施設一年点検実施要領」（土木部建築住宅課営繕室）に基づき一年点検を実

屋内設置

屋外設置

屋上設置

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

工　事　内　容 建築 電気 機械

架台、アンカーボルト

28.設備工事との取合い

情報共有システム

　※利用しない（ただし、受注者より利用したい旨の申し入れがあった場合は、発注者はこれを

　　　　　　　　承諾する。）

ただし、「完成図」「完成写真」「工事写真」については電子データを提出すること。

・本工事は電子納品対象工事としない。

その他の資料およびファイル形式等については監督職員と協議する。

資料大分類 資料小分類フォルダ名称

MEET 打合せ簿

MATERIAL 機材関係資料

工事打合書

試験成績書(機材関係）

PROCESS 施工関係資料

出来形成果表

SALVAGE 発生材関係資料

完成図DRAWINGF

再生資源利用促進実施書（様式１、様式２）

MAINT 保全に関する資料

契約関係資料

主要機材一覧表、官公署届出書一覧表、官公署

ファイル形式

※CADの標準形式

（注１）

（注１）

（注１）

（注１）

（注１）

（注１）

※SXF(sfc)形式及び

必須納品資料を下表に示す。

　必須納品資料以外については監督職員と協議する。

18.電子納品の対象

試験成績書(施工関係）、工事進捗状況報告書

完成図、設計変更図

OTHRS

13.施工体制

監理技術者、主任技術者（下請負を含む）は工事現場内では名札を着用する。

14.下請負人の選定

施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

監督職員の指示による。16.技術検査

15.施工図等の取扱い

[1.7.2]

あらかじめ書面による承諾を受けた場合は、この限りではない。（福井県建設工事元請下請関係適

正化指導要綱第７条）

請負者は監理技術者、主任技術者（下請負を含む）の工事担当技術者台帳を作成し、施工体制台帳

または施工計画書に添えて監督職員に提出する。

下請負人を選定する場合には、福井県内に主たる営業所を有する者の中から選定すること。ただし、

※本工事は電子納品対象工事とする。17.電子データの提出

　領等の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議のうえ電子化の是非を決定する。

　要領等で特に記載のない項目については、原則として電子データを提出する義務はないが、要

　１）電子納品とは、工事における各段階の最終成果を電子データで納品することをいう。

　２）要領等に基づいて作成した電子データを電子媒体(CD-R)で２部提出する。

　３）電子成果品の提出の際には、電子納品チェックシステムによるチェックを行い、エラーが

　ないことを確認した後、ウイルスチェックを実施したうえで提出する。　

　４）完成検査までに（公財）福井県建設技術公社に電子納品保管管理システムの登録料を支払

　い、完成検査終了後正を監督職員に、副を（公財）福井県建設技術公社に提出する。

　の最新版に基づいて作成されたものを指す。

　ここでいう電子データとは、「電子納品の手引き（案）福井県版」（以下「要領等」という。）

請負者は施工体制台帳および施工体系図を作成し、工事現場に備えるとともに監督職員に提出する。

　・利用する　（情報共有システム運用ガイドライン（案）福井県版を基に、福井県仕様のシス

　　　　　　　　テムに登録し利用すること。）

棟名称 構造・階数 備考

１．工事名

２．工事場所

３．敷地面積

４．地域・地区の指定

５．建物概要
延べ面積（m2）

１　工事概要

地表面粗度区分（・　１　・　２　・　３　・　４）

基準風速　Vo(m／s)   ・３０　　・３２

最深積雪量　　（　　　）cm×３０N/m2/cm（単位荷重）＝（　　　　）N/m2６．積雪荷重等

７．別途工事

建築基準法上の用途（　　　　　　　）　耐火の種別　・耐火　・準耐火　・その他

「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料評価名簿」（発注年版）および福井県工業技術

工事材料や物品等の調達においては、福井県内に主たる営業所を所有する者の中からの調達およ

び県産品の活用に努める。なお、「県産品使用実績報告書作成要領」（土木部建築住宅課営繕室

制定）に基づき、工事完成時に同報告書を監督職員に提出する。

なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「グリーン方針（最新版）」の公共工事調達計画に基づき、重点品目を調達する。

該当する建築材料

規制対象外

ホルムアルデヒドの放散量

b. 接着剤等不使用

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

d. ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

第三種

　３）接着剤はフタル酸ジ-ｎ-ブチルおよびフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

化学物質を放散させる材料7.環境への配慮

8.特別な材料の工法

アスベスト含有建材

改修標準仕様書・標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指

[1.6.2]10.技能士

　調査項目

[1.5.1]9.施工調査

　調査範囲　※図示　・　　　　　　　　　　調査方法　※図示　　・　

施工数量調査

　調査項目　・防水改修　・外壁改修　

　調査範囲　※図示　・　　　　　　　　　　調査方法　※図示　　・　
[1.5.3]　既存部分の破壊を行った場合の補修方法　※図示

[1.5.2]

適用工事種別

防水改修工事

仮設工事

技能検定の職種

・とび

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

環境配慮改修工事

耐震改修工事

塗装改修工事

・サッシ施工　　・ガラス施工

・建築大工　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　　・左官

・樹脂接着剤注入施工　　・左官　　・タイル張り

・建築板金（内外装板金作業）　・プラスチック系床仕上げ工事作業

・塗装（建築塗装作業）

・ボード仕上げ工事作業　　・カーペット系床仕上げ工事作業

・表装（壁装作業）　　・タイル張り　　・畳工

・配管（建築配管作業）　　・溶融ペイントマーカー工事作業　　・造園

・コンクリート圧送施工　　・鉄工（構造物鉄工作業）　　・とび

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）　　・型枠施工

・アスファルト防水工事作業　　　　・合成ゴム系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業　・ＦＲＰ防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・シーリング防水工事作業

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレ

ン（学校の工事の場合は、ホルムアルデヒド、パラジクロベンゼン、トルエン、キシレン、エチ

ルベンゼン、スチレン）の濃度を測定し、報告すること。

の濃度測定

11.室内空気中の化学物質

　　測定はパッシブ型採取機器により行う。

施工計画調査

れた工法とする。

[1.6.9]

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベン

　　　ゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極

　　　めて少ないものとする。

　　　ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

１）JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

２）建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

３）下記表示のあるJAS規格品

２）建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

３）旧JISのEo規格品

４）旧JASのFco規格品

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・建築板金（内外装板金作業）

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

工事完成時にグリーン購入調達記録表を監督職員に提出する。

製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、木材・木材製品の合法性、持続可

能性の証明書を監督職員に提出する。（平成18年9月29日付土管第1197号）

福井県間伐材認証制度の指定事業体の製品の使用に努める。

とする木製看板とし、工事名称、発注者名、受注者名、連絡先等を簡明に示す。

地域住民への工事に関する情報提供のため、現場表示板を設ける。表示板は、県内間伐材を材料

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質および性能を有する

ものとし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材および壁紙はホルムアルデヒドを放散し

　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒドおよびスチレンを放散しないか、放散が極めて

　　　少ないものとする。

　５）1）、3）および4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台その他の什器等は、

c. 非ホルムアルデヒド系接着剤およびホルムアルデヒドを放散し
　ない材料使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤およびホルムアルデヒドを放散し

　ない塗料使用

f. 非ホルムアルデヒド系接着剤およびホルムアルデヒドを放散し

　ない塗料等使用

１）JISおよびJASのF☆☆☆規格品

タシート（ＳＤＳ）等により確認を行い、アスベスト含有建材を使用しない。

下記の職種について、○印の付いたものは適用し、それ以外は適用するよう努める。

定する工法とする。また「証明工法による」と特記されたものについては、建設技術審査証明協

議会の会員による審査証明または、（一財）日本建築センター、建設技術研究センターで証明さ

12.事務処理 [1.1.4～1.1.5]福井県営繕工事監督事務処理要領（土木部建築住宅課営繕室制定）による。

　資材の梱包および容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さおよび廃棄時の負荷低減

に配慮されていること。

測定対象室および測定箇所数　　測定時期　（※完成前　・　　　　　　　　）

　また、工事実績情報サービス（CORINS)の登録対象（請負金額500万円以上）になった場合には、

受注・変更・完成・訂正時に速やかに登録する。

　本工事が公共事業労務費調査の工事対象となった場合、同調査に対して必要な協力を行い、工

期経過後においても、同様とする。

区分

種類

標準仕様書による完成図を作成し、監督職員に下記により提出する。19.完成時の提出図書等

原図

完成写真 ※完成写真　（600万画素程度）（注２）

（注３） 工事写真

注２：完成写真は電子画像の他、[　○四つ切　○キャビネ版　]のプリントを（　　　）部提出する。

※工事写真（着工時、施工中）（100万画素程度）

JPEG形式

JPEG形式

電子納品によるほか、提出部数および作成様式等は下記のとおりとする。

注１　原図は施設毎に図面ホルダーに収納する。

※変更設計図 １部

１部

・長期保全計画書

※保全資料

※完成図

製本 備　考

（注２）

２部

２部

注１：MS-EXCEL、MS-WORDおよびPDF形式とする。

注３：フォルダ構成は「営繕工事写真撮影要領平成２８年版」（国土交通省大臣官房官庁営繕部）による。

２　完成図白焼製本Ａ１版（※１部　・　）部、Ａ３版３部を提出する。

・

20.設計図のコピー

購入土・砕石を使用する場合には事前に品質を証明する資料、採取地を示す書類、採取許可等の

写しおよび採取業者からの納品証明書など適法に採取していることを示す書類を監督職員に提出

する。（H16土管第1481号）

使用の確認

25.１年点検

本工事の請負者を労働安全衛生法第３０条第２項に基づく特定元方事業者に指名する。

21.設計地盤高

22.責任施工

23.特定元方事業者の指名

・図示　　・前面道路中心（最高）＋３００mm　　※監督職員の指示による。

特記事項中、責任施工の指示があるものは請負人および専門工事業者（防水工事においては所属

する組合または材料メーカーを加える）の連帯責任とし、保証書を監督職員に提出する。

24.適法な土砂・砕石等の

26.工事成績評定

（工事成績評定要領第2条）

・評定しない（応急工事、取壊解体工事、土砂運搬工事、什器類設置工事、軽微な内装工事等）

27.近接工事の間接費等の

　調整について(平成13年

　3月27日付　監第391号)

が落札した場合は、両工事を合計したもので落札後調整を行う

密接に関係のある同一工事区域内の追加工事（同一工種とは限らない）を現工事と同一施工業者

・設計図白焼製本　Ａ１版（　　　）部、Ａ３版（　　　）部を提出する。

届出書、保全説明書

現場指示書、県産品使用実績報告書

グリーン購入調達記録表

・本工事は一年点検対象工事とする。

施し、報告書を作成する。

2

仮
設
工
事

[2.2.1]

1.騒音・粉じん等の対策

2.足場その他

　・防音パネル

　・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置位置

　・　

[3.1.3][3.8.3]2.降雨等に対する

  養生方法（とい共）

3.既存防水の処理

　防水、塗膜防水）

（アスファルト防水、改質アスファルトシート防水、合成高分子系ルーフィングシート

保証年限　　※１０年　・　

専門工事業者　　福井県防水工事協同組合員または監督職員の承諾する専門工事業者　

　　仕上げの程度（※天井・壁：合板または石膏ボードEP塗り　床：ビニルシート張り　・　　　）

等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式または(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て

 より、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さんおよび幅木の機能

1.一般事項

構内既存施設　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できない

構内既存施設　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できない

足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン」(厚生労働省 平成21年4月）に

　・構内に新設する。　規模　　m2

　・既存建物内の一部を使用する。

厚さ　　mm

仕上材（厚さ　mm）

※片面フラッシュ程度　・　

※合板張り程度　・　

固定家具等の移動　・行う（図示）

既存家具等の養生　※ビニルシート等　・　

既存部分の養生　　※ビニルシート等　・　

片面　※せっこうボード（※9.5　・　　）

・合板（※9.0　・　　　）

両面　※せっこうボード（※9.5　・　　）

・合板（※9.0　・　　）

・有り

※無し

※無し

・片面

※無し

・片面

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート　単管下地

・鋼製扉

※木製扉

※軽量鉄骨

・木下地

※Ｃ種

[2.4.1]

塗　装充てん材下　地

仮設扉

・Ｂ種

・Ａ種

種　別

[2.3.1]

外部開口部の養生　・行う（図示）

防
水
改
修
工
事

3

3.養生

4.仮設間仕切り

5.監督職員事務所

6.工事用水

7.工事用電力

防護シート　・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　・　　　　　）

　　　　　　・設置しない

　　　　　　・設置しない

外部足場　　・設置する（設置範囲　・工事に必要な範囲　・　　　　　　　）

　　　　　　・設置しない

材料、撤去材等の運搬方法　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　Ｄ種　・Ｅ種 [2.2.1][表2.2.1]

仮設間仕切り等の種別　設置個所　※図示

・設ける

※設けない

※改修標準仕様書3.1.3（5）による。

露出防水層表面の仕上げ塗装除去　・行う　　・行わない

[3.3.2]押え金物　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0（mm）程度　　・　5.アスファルト防水

（責任施工）

※図示　　　　・　

[3.2.6]既存下地の補修箇所、範囲、数量等4.防水層の下地補修

Ｓ、ＳＲＣ造梁の貫通部

○

○

スリーブ

補強 ○

○

○○

ＲＣ造梁・床・壁の貫通部

補強

○

○

○

○

○

○

○

○補強を要しない切込み

型枠

軽量鉄骨下地天井・壁の開口部

補強を要する切込み

貫通部・開口部の穴埋め補修

貫通部・開口部の墨出し

床、天井点検口

雨水排水

汚水、雑排水

パッケージ型空気調和器の２次側配管配線（接地共）

スリーブ

補強

防油提

外部取付ガラリ　 ○

○

○

○

○

○

○

○

設
備
用
開
口
部

そ
の
他

電
気
配
管
配
線

機器（建築工事に含む）等へ直接接続する配管配線

機器（建築工事に含む）付属の制御盤への電源供給配管配線

機器（建築工事に含む）と専用スイッチの渡り配管配線

機器（建築工事に含む）付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

配管、桝、蓋

配管、桝、蓋

オイルサービスタンク

設
備
機
器
基
礎
等

特記した基礎

下地補強

○

○

センター、福井県総合グリーンセンター、工業技術センターで評価された材料とする。

　本工事に使用する材料については、標準仕様書1.3.11(2)に準じて、JIS Z 7253による安全デー

[2.3.2][表2.3.1]

[3.2.3]

（R3.7改訂）

２．特記仕様

（２）特記事項は　印の付いたものを適用する。　印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　印と※印の付いた場合は、共に適用する。

（１）項目は、 　 印の付いたものを適用する。

　　　

１．共通仕様

　 　「標準仕様書」という。）による。

　　

２　建築工事仕様

　　　建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」を適用する。

（１）図面および特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築改修工事標準仕様

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）」および「公共

　　　計画書の提出が必要な工事）

（３）特記事項に記載の[　 ]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図または当該表を示す。

（４）特記事項に記載の(　 )内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図または当該表を示す。

（５）Ｇ 印は、「福井県庁グリーン購入推進方針」（以下「グリーン方針」という。）の重点品目を示す。

（６）環 印は、「福井県公共事業環境配慮ガイドライン」の施工段階における環境配慮事項を示す。（対象工事は、施工

・現場において再利用するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・発注者に引渡しを要するもの（※金属類　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

4.発生材の再資源化等　環

項　　目章 特　　記　　事　　項

・適用する

下記以外は現場説明書による。

1.適用基準等

2.電気保安技術者

3.施工条件

1

・建築鉄骨設計基準及び同解説　　　　建設大臣官房官庁営繕部監修 (平成１０年版）

・図示（・工事用車両の駐車場所　・資機材置場　・建設発生土仮置場　・　　　　　　）

工期中　・執務並行改修　　　・建物無人（執務者無し）改修

[1.3.5]

　本工事は「福井県建設リサイクルガイドライン」の対象建設工事である。

工事着手時に再生資源利用計画書および再生資源利用促進計画書を、工事完了時に同計画書の

実施書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

[1.3.3]

各
章
共
通
事
項

・発生材の分別解体及び再資源化

　ただし、工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議

する。

・コンクリート

・アスファルト・コンクリート

・建設発生木材

・建設発生土（土工事に記載）

・指定副産物以外の搬出　※構外搬出適切処分　　　

所　　在　　地指定副産物の種類

対象建設工事であり、分別解体等および特定建設資材の再資源化等について適切な処置を行う。

・本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日 法第104号)の

分別解体、再資源化の完了時に、再資源化が完了した年月日、再資源化した施設の名称および

所在地、再資源化に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等をする施設

再資源化等をする施設の名称

・特別管理産業廃棄物　　　　
発生材の種類 処理方法

・廃アスベスト等

・ＰＣＢ含有物

・ＰＣＢ含有シーリング材

[1.3.11][1.3.12]

　　　いる場合において、それらが関係法令の改正等により(条例を含む。)抵触する場合には、関係法令等の遵守[1.1.13]の規

　　　程を優先する。

（７）改修標準仕様書および標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示して

（３）設計変更の対象事項および手続きならびに工事一時中止に係る手続き等は、「工事請負契約等におけるガイドライン

　　　（総合版）」（福井県土木部）による。

測定対象室 測定箇所数

内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　　）

施工に起因する不良個所があれば改修する。

※評定する（請負金額500万円以上の場合）

・評定しない（請負金額500万円未満の場合）

3)安定的な供給が可能であること。

6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。

6.建築材料等
[1.4.1～1.4.3]

　本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質および性能を有するものとし、JISお

よびJASマーク表示のない材料およびその製造業者等は、次の1)から6)の事項を満たすものとする。

1)品質および性能に関する試験データが整備されていること。

2)生産施設および品質の管理が適切に行われていること。

4)法令等で定める許可、認可、認定または免許を取得していること。

5)製造または施工の実績があり、その信頼性があること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質および性能を有することの証明と

ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品または同等品を使用するものとし、同等品

なる資料、または外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

5.建設機械　　Ｇ　環 「排出ガス対策型建設機械指定要領」（国土交通省）による排出ガス対策型建設機械の使用を

原則とする。また、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（国土交通省）による

超低騒音型建設機械を使用するよう努力する。

　　書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）により、改修標準仕様書に記載されていな

　　　い事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、

※建築工事標準詳細図　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（令和４年版）

・建築物解体工事共通仕様書　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

○

○

○

外壁目視、打診調査

外壁、共用部分の壁

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

福井県小浜市福谷 地係

本館

自転車・ｺﾞﾐ置場
WRC造・4階建

縮 尺
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

第い-871号

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

一級建築士事務所　福井県知事登録

NO SCALE

Ａ

図面番号工事名称

図面名称

令和 年 7 月

01

建築改修工事特記仕様書（その１）

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

6

21

京福コンサルタント株式会社



[表3.3.10]

[表3.5.3]

[3.8.2]

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

防水改修工法

種　別

工法

押え金物を適用する

防水層立上り部端部

脱気装置を設置する

 ・
　
Ｂ
　
-１

 ※
　
Ｂ
　
-２

 ・
　
Ｂ
Ｉ
-１

 ※
　
Ｂ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｂ
　
-３

 ※
　
Ｂ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｂ
Ｉ
-１

 ・
　
Ｂ
Ｉ
-３

 ※
　
Ａ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｂ
Ｉ
-３

 ・
　
Ａ
Ｉ
-１

 ・
　
Ａ
Ｉ
-３

 ※
　
Ａ
　
-２

 ・
　
Ｃ
　
-１

 ※
　
Ｃ
　
-２

 ・
　
Ａ
　
-１

 ・
　
Ａ
　
-３

 ・
　
Ｄ
　
-１

 ※
　
Ｄ
　
-２

 ・
　
Ｄ
　
-１

 ※
　
Ｄ
　
-２

 ・
　
Ｃ
　
-３

 ・
　
Ｃ
　
-４

 ・
　
Ｄ
　
-３

 ・
　
Ｄ
　
-４

 ・
　
Ｄ
Ｉ
-１

 ※
　
Ｄ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｄ
Ｉ
-１

 ※
　
Ｄ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｄ
Ｉ
-１

 ※
　
Ｄ
Ｉ
-２

 ・
　
Ｄ
　
-３

 ・
　
Ｄ
　
-４

屋根露出防水断熱屋根露出防水屋根保護防水

アスファルト防水

・

工法

M4DI

・

工法

M3DI

・

PODI

工法

POD

・

工法

M3D

工法

・

M4C

・

工法

P2A

・

工法

・

工法

P2AI

・

工法

T1BIP1BI

・

工法

P1B

・

工法

※ ※ ※

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

※ ※ ※ ※

・ ・ ・ ・

※

・

※乾式保護材　　・れんが押え　　・コンクリート押え　　・モルタル押え

仕上塗料塗り

塗装を除去する

既存表面の仕上げ

ドレンを設置する
の処理　　改修用
ルーフドレン回り
既存防水層　

リートを適用する

立上り部保護コンク

・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

※ ※ ※ ※ ※ ※

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

[3.2.5～3.2.6][3.3.2～3.3.5][表3.3.3]～[表3.3.10]

屋内防水

　・P1E工法（※Ｅ－２　・Ｅ－１）

　・P2E工法（※Ｅ－２　・Ｅ－１）

・Ｅ-1の工程３を行う部位（・　　　　　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位）

保護層　※設ける（無筋コンクリート　水下　厚さ60以上）　・設けない

[3.3.2]

[3.3.2]

屋根保護防水

断熱材　Ｇ

平場の保護コンクリートの施工 [3.3.5]

れんが　　・設ける

　こて仕上の場合　　厚さ（水下）　※80mm以上　　　　　・　

コンクリートの仕上りの平たんさ　（・ａ種　・ｂ種　・ｃ種）

　仕上材がある場合　厚さ（水下）　※60mm以上　　　　　・　

シート防水（責任施工）

6.改質アスファルト

防水改修工法　種別

既存防水層　

改修用ドレンを設置する

ルーフドレン回りの処理

既存表面の仕上げ塗装を除去する

脱気装置を設置する

・ ・

工法

・

M4AS

・ ・ ・

※ ※ ※ ※ ※※

防湿層 ・ ・・ ・

※ ※ ※ ※ ※※

・

POASI

工法

・ ・

・ ・

※ ※

[3.4.2]～[3.4.4][表3.4.1]～[表3.4.3]

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

１

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

２

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

３

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

４

・
Ａ

Ｓ
I-Ｊ

１

・
Ａ

Ｓ
I-Ｔ

１

工法

M4ASI

・ ・

・
Ａ

Ｓ
I-Ｊ

１

・
Ａ

Ｓ
I-Ｔ

１

・
Ａ

Ｓ
I-Ｊ

１

・
Ａ

Ｓ
I-Ｔ

１

工法

M3ASI

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

４

・
Ａ

Ｓ
-Ｔ

３

・

工法

P0AS

・

工法

M3AS

・ ・ ・ ・

改質アスファルトシート防水

・
Ａ

Ｓ
-Ｊ

２

・
Ａ

Ｓ
-Ｊ

１

・
Ａ

Ｓ
-Ｊ

３

・
Ａ

Ｓ
-Ｊ

１

・
Ａ

Ｓ
-Ｊ

３

ルーフドレン回りおよび立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置　　※図示 [3.3.4]

[3.3.2]

※改修標準仕様書3.3.2(8)による

屋根露出防水

断熱材　Ｇ

※改修標準仕様書3.3.2(9)による　

　種類及び使用量　・製造所の仕様による　

　仕上色　　・シルバー　・カラー

[表3.3.7]～[表3.3.9]仕上塗料

　種類　※見え隠れ部分は市販品のれんが または市販品れんが形コンクリートブロック

[3.3.2]

脱気装置の種類および設置数量　※図示 [3.3.3]

屋上排水溝　　・設ける（図示） [3.3.5]

断熱材　Ｇ

押え金物の材質、形状及び寸法　

　・※アルミニウム製　L-30×15×2.0㎜程度　　・　

押え金物の材質、形状及び寸法　 [3.4.2]

7.合成高分子系ルーフィング

シート防水（責任施工） [3.5.2]～[3.5.4][表3.5.1]～[表3.5.2]

脱気装置を設置する ※ ※

ＰＣコンクリート部材下地　

目地処理（接着工法）する

りする　

ＰＣコンクリート部材増張

※　図示

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・

※　図示

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・

既存防水層　

ルーフドレン回りの処理

改修用ドレンを設置する

P0S工法

・

・
Ｓ
-Ｆ

１

・
Ｓ
-Ｆ

２

・
Ｓ
-Ｍ

１

・
Ｓ
-Ｍ

２

・
Ｓ
-Ｍ

３

・ ・ ・ ・ ・

工法

工法

防水改修工法　種別

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

２

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

２

・
Ｓ
-Ｆ

１

・
Ｓ
-Ｆ

２

・
Ｓ
-Ｍ

１

・
Ｓ
-Ｍ

２

・
Ｓ
-Ｍ

３

P0SI工法

・

S4S工法

・

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

２

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

２

・

S4SI工法
S3S

・

工法

・
Ｓ
-Ｆ

２

・
Ｓ
-Ｆ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｆ

２

・
Ｓ
-Ｍ

１

・
Ｓ
-Ｍ

２

・
Ｓ
-Ｍ

３

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

１

・
Ｓ
Ｉ
-Ｍ

２

・

工法

S3SI M4S

・

工法

・

工法

M4SI

合成高分子系ルーフィングシート防水

・ ・ ・ ・

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

・ ・ ・

脱気装置の種類および設置数量　※図示

仕上塗料の種類及び使用量　・製造所の仕様による

[3.4.3]

[表3.4.1]～[表3.4.3]

[3.4.2]

　種類（　　　　　　　　　　）　厚さ　※25　・50

　種類（　　　　　　　　　　）　厚さ　※25　・50

※改修標準仕様書3.4.2(3)(ｳ)による　　

屋内防水　種別　・S-C1

立上り部保護モルタル塗り厚さ　※7㎜　・　

平場のモルタル塗り厚さ　床塗り工法　※改修標準仕様書6.15.6(2)(ｲ)および(ｳ)に準ずる

　　　　　　　・　

下地モルタル塗り　※改修標準仕様書6.15.6(3)(ｱ)に準ずる
　　　・　

[3.5.2]絶縁用シート ※発泡ポリエチレンシート

[3.5.2]

機械式固定工法の場合

断熱材　Ｇ

仕上塗料の種類及び使用量　・製造所の仕様による

脱気装置の種類および設置数量　※図示

[表3.5.1]～[表3.5.2]

[3.5.3]

接着工法の場合

　種類（　　　　　　　　　　）　厚さ　※25　・50

　種類（　　　　　　　　　　）　厚さ　※25　・50

※改修標準仕様書3.5.2(3)(ｱ)(a)による

　種類（　　　　　　　　　　）　厚さ　※25　・50

※改修標準仕様書3.5.2(3)(ｱ)(b)による　　厚さ　※25　・　

工法

P0X
・

工法

L4X
・ ・ ・

・ ・ ※ ※

Ｐ
１
Ｙ

Ｐ
２
Ｙ

※Ｘ
-１

Ｘ
-２

Ｘ
-１

Ｘ
-２

Ｙ
-２

Ｙ
-２

脱気装置を設置する

保護層を設ける

既存表面の仕上げ塗装を除去する

改修用ドレンを設置する

ルーフドレン回りの処理

既存防水層　

・ ・

・ ・

防水改修工法　種別

[3.6.3][表3.6.1]

塗膜防水

・ ・

※※

8.塗膜防水（責任施工）

Ｘ-1及びＸ-2における仕上げ塗料　

種類（　　　　　　　　）　使用量（・　　　　※製造所の仕様による）

ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　※主材料の製造所の仕様による　　・　

設置数量　※主材料の製造所の仕様による　　・　　　個

といの材種　　※配管用鋼管 [3.8.2][表3.8.1]12.とい

　　　　　　　・　

　　　　　　　・硬質ポリ塩化ビニル管　（・VP　・RF-VP　G　）屋内には使用しない

　深さ(mm)

[3.7.8]

　　左記以外

[3.7.3]

　[5.12.3]以外のガラス回り

シーリング材の目地寸法

ブリッジ工法　ボンドブレーカー張り　　・適用する

　　　　　　　エッジング材張り　　　　・適用する

接着性試験　　※簡易接着性試験　

・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　）

コンクリート打継目地、ひび割れ誘発目地

　　※20以上　・　

　　※10以上　・　

　　※5以上　・　

　　※5以上　・　

　　※10以上　・　

　　※10以上　・　

　幅　(mm)

　箇　所

[3.7.7]

[3.7.2][表3.1.2][表3.7.1]

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の種類、施工箇所

下記以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

・室内については、監督職員の指示する場所において水張り試験を行う。　　・行わない。

監督員の指示する箇所に設ける。（棟別および工法別に１ケ所づつ）

大きさおよび仕様　※125*85*0.8  黄銅版製　表面透明合成樹脂塗料塗り

　シーリング改修工法の種類 [3.1.4]［表3.1.2]

　　・シーリング充填工法　　　　　　・シーリング再充填工法

　　・拡幅シーリング再充填工法　　　・ブリッジ工法

9.漏水試験

10.施工標識

11.シーリング

とい受金物

[3.8.3]

[3.8.3](13.5.3)

[3.8.2]
　　　　　　　　　　　　・　

たてどい受け金物の取付け　※図示　・標準仕様書13.5.3(d)(2)による

ロックウール保温筒およびグラスウール保温筒のホルムアルデヒドの放散量

※F☆☆☆☆　・　

[3.9.2]［表3.9.1][表5.2.2]

役物　・適用する

笠木の下地補修　・行う（工法　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　） [3.9.3]

（責任施工）

[3.9.3]

13.アルミニウム製笠木

14.長尺金属板葺 (13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

・　

　・心木なし瓦棒葺

・立平葺

　・あり掛葺
※0.4

・

　・

屋根葺形式厚さ（mm）

（CGCCR-20-Z25）

施工場所

肉厚タイプとし固定支持金具間隔は800以内とする。

鋼板および鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯

足金物

材種　※溶融亜鉛めっきを行ったのもの　　・　

材種　※溶融亜鉛めっきを行ったのもの　　・　

形状　※市販品（とい径100以下）　※25×4.5以上（とい径100を超えるもの　・　

形状　※市販品　　・　

取付間隔　・　

取付間隔　・　

種類　　・250形　・300形　・350形　

表面処理　※ＡＢ－１種またはＢＢ－１種

・ＢＢ－２種（・　　　　　　　）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重（・1　・1.15　・1.3）風圧力及び積雪

荷重に対応した工法

笠木の固定金具の工法等

下葺材料 (13.2.2)

　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　・アスファルトルーフィング940

　　　（・一般タイプ　・複層基材タイプ　・粘着層付タイプ）

雪止め　　・設ける　・設けない (13.2.3)

施工業者　　・福井県板金工業組合の会員　　・　

保証書　　材料　・　　年　　　　施工　　※５年　　

（ただし、材料の個別保証について塗装溶融亜鉛めっき鋼板、塗装溶融－5％アルミニウム合金めっき鋼板、

塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板、溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板は（一社）

日本鉄鋼連盟 亜鉛鉄板委員会の標準保証規格による保証とする場合には保証書の提出を要さない）

1.0以上 20.0以上 10.0以上

１）こて塗りが容易で、かつ、硬化後の仕上がりが良好であること。
２）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

４）形状に異常がなく、だれが生じないこと。

圧縮強さ(N/mm2) 曲げ強さ(N/mm2)接着強さ(N/mm2)

　モルタル

　いこと。

３）「労働安全衛生法」に基づく有機溶剤中毒予防規則に規定された第1種有機溶剤を使用しな

　準に適合していること。

合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

標準時

6.0以上 20.0以上

曲げ強さ 圧縮強さ

（N／mm　）

1.0以上 0.8以上

湿潤時

0.5以上

低温時（N／mm　）

接着強さ（Ｎ／mm ）2

22

長さ変化率

（ｃｍ／ｓ） （収縮） （材齢28日） （72時間）

耐久性

（Ｎ／ｍｍ ）（％） （％）

3以上 3以下 5.0以上 15以下 0.5以上

2

合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等
スラリー

拡がり速さ 引張接着強さ

（材齢28日）
2（Ｎ／ｍｍ ）

0.5以上

曲げ強度 吸水率

（Ｎ／ｍｍ ）2
（劣化曲げ強さ）

表面状態　だれの下がり量は５ｍｍ以内とし、ひび割れが発生してないこと。
透水性　　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

保水係数　0.35～0.55

粘調係数　0.50～1.00

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

5.ポリマーセメント

6.ポリマーセメント

（kg／ｌ）

単位容積質量

（N／mm　）

0.40以上

温冷繰返し後

0.60以上

標準時

接着強さ（N／mm　）

0.20以下

（％）

長さ変化率

4.0以上

曲げ強さ保水率

（％）

70.0以上

2
2

　凍結時間（JIS　R　5201)始発１時間以上、集結１０時間以内

　透水比　　　80％以下

　吸水比　　　95％以下

　混合割合　　セメント重量の５％以下

　膨張性のひび割れおよびそりがないこと

防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする

　曲げ及び圧縮強度比　70%以上

8.防水剤

4.エポキシ樹脂モルタル

1.80以上

５）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6ヶ月保存しても上記の品質基

高分子エマルションは、常温常湿において製造後6ヶ月保存しても変質しないこと。

材料は、常温常湿において製造後6ヶ月保存しても変質しないこと。

※0.6

・

※30分

・無し

(13.3.2)(表13.2.1)

耐火性能

15.折板葺（責任施工）

（CGCCR-20-Z25）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

形式 ・重ね形　　・はぜ締め形　　

・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　　時間）

軒先面戸板形状（mm）厚さ（mm）

※図示

・山高

※有り

・無し

・山ピッチ

（　　）程度

（　　）程度

鋼板および鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯

断熱材

タイトフレームにJISＧ3302以外の鋼材を直接外気に影響を受けない屋内で使用する場合の

表面処理　標準仕様書14.2.2による　・Ｅ種　　・Ｆ種

施工業者　　・福井県板金工業組合の会員　　・　

（ただし、材料の個別保証について塗装溶融亜鉛めっき鋼板、塗装溶融－5％アルミニウム合金めっき鋼板、

保証書　　材料　・　　年　　　　施工　　※５年　　　・　

日本鉄鋼連盟 亜鉛鉄板委員会の標準保証規格による保証とする場合には保証書の提出を要さない）

塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板、溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板は（一社）

16.粘土瓦葺（責任施工） ・越前瓦　　・JIS製品

JISA5208に基づく凍害試験等　・行う　　・行わない

棟瓦を棟用心木取付ボルト等で躯体に緊結する。（・図示　　　　・　　　　　　）

保証書　　材料　※１０年　　・　　　　施工　　※１０年　　・　

棟の工法　　・7寸丸伏せ棟　・のし一体棟　・のし積み棟

[9.3.3]

・行う（範囲　※図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性　　　能

1.範囲

2.可とう性エポキシ樹脂

比重　　　　標準値±0.10

押出し性　　60秒以下

加熱減重　　5％以下

１）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

２）対象とする被着体を浸さず、かつ周囲を汚損しないこと。

常温物性 低温性 加熱劣化

引張接着性

伸び　　(％)

1.0以上

30以上

1.0以上 最大引張応力  1.0

破断時の伸び  10以上

1.0以上

30以上30以上

上記の品質基準に適合していること。

2引張強さ(N／mm  )

スランプ　　3mm以下

曲げ強さ(N/mm2）圧縮強さ(N/mm2)接着強さ（N/mm2)初期硬化性（N/mm2）

3.0％以下

硬化収縮率(%)

30以上50以上標準　6.0以上標準　2.0以上

４）JIS A 6024（建築補修用注入エポキシ樹脂）に準じる。

２）対象とする被着体を浸さず、かつ周囲を汚損しないこと。

１）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

3.パテ状エポキシ樹脂

月間保管した後であっても、上記の品質基準に適合していること。

３）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造所の指定する期間または製造後6ヶ

３）常温常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後6ヶ月間保管した後であっても、

外
壁
改
修
工
事

4

　　　　　　寸法　※幅21㎜×高さ15㎜　・　

補強用芯材　材質　※杉又はひのき　・　

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対する工法（ガイドライン工法等）

※適用する(建築基準法に基づき定まる風圧力（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法

既存外壁の仕上材撤去

・適用しない

7.既調合モルタル

注入量（ml/ｍ）

0.2以上～1.0未満 200～300

50～100

0.3以上～0.5未満 100～200

150～2500.5以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

　建築補修用注入エポキシ樹脂  ・低粘度形　・中粘度形 [4.2.2]

※130　・　

※70　　・ 

※40　　・ 

※130　 ・　

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

種　　　類
※樹脂注入工法2.ひび割れ部改修工法

1.専門工事業者

保証期間　※５年間

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

※監督員の承諾する専門工事業者

　・可とう性エポキシ樹脂

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う

[4.2.2][4.3.5]

　・シーリング材充填
　　充填材料

・Ｕカットシール材充填工法

　 　 　

[4.2.2][4.3.4]

4-1

　コア抜取り確認　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　※1成分形または2成分形ポリウレタン系

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁（

責
任
施
工）

・

※充填工法

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

[4.2.2][4.3.7]3.欠損部改修工法

[4.2.2][4.3.6]

　・可とう性エポキシ樹脂

　・パテ状エポキシ樹脂

・シール工法

200～3000.2以上～1.0未満 ※130　・　

　建築補修用注入エポキシ樹脂 ・低粘度形　・中粘度形 [4.2.2]

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

種　　類 注入量（ml/ｍ）

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

50～100

100～200

150～250

※40　　・ 

※70　　・ 

※130　 ・　

2.ひび割れ部改修工法

1.専門工事業者

保証期間　※５年間　　・　

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

※監督員の承諾する専門工事業者　

　 　 　

・Ｕカットシール材充填工法

　　充填材料

　・シーリング材充填

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

[4.2.2][4.3.5]

[4.2.2][4.3.6]

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う

　・可とう性エポキシ樹脂

[4.2.2][4.3.4]

　・可とう性エポキシ樹脂

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁(

責
任
施
工)

4-2

※樹脂注入工法

　コア抜取り確認　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　※1成分形または2成分形ポリウレタン系

・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

[4.2.2][4.3.7]3.欠損部改修工法 ※充填工法

・モルタル塗替え工法 [4.2.2][4.4.9]

4.浮き部改修工法

[4.2.2]

[4.1.4][4.2.2]

充填工法

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法

　アンカーピン

　注入口付アンカーピン

　 　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径6mm

　 　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

　 　・　

[4.2.2][4.3.7]

[4.2.2][4.4.9]

※25※20 ※50※20※13 ※12

※9

・

※16

・

※9

・

※16

・

・

※9

・

※9

・

・・・

※16

・

※16

※9

・

・

※16

・

・

※50

・

※25

・

※25

・ ・

・

※16

※13

・

※20

・・

※25

・

・

※20 ※12

・

※25

・

※25

・

※25

※25

・

※25

・

改修工法の種類

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー

　注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面
　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー

一般部 指定部指定部 一般部

注入量充填量２
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/ｍ ) 注入口の箇所数(箇所/ｍ )

(ml/箇所) (ml/箇所)

２

・モルタル塗替え工法

・充填工法

　注入工法

[4.2.2][4.4.8～4.4.15]

・現場調合材料

（セメントは改修特記仕様書８-２　コンクリート工事による

・既調合材料（　　　　　　　）

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　　　　　）

　　仕上げ厚または全塗り厚が25mmを越える場合の処置　　※図示　　・　

　　仕上げ厚または全塗り厚が25mmを越える場合の処置　　※図示　　・　

　　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　　　　　　）

・既調合材料（　　　　　　　）

（セメントは改修特記仕様書８-２　コンクリート工事による

・現場調合材料

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0㎜程度　　・　

施工場所 材質によるの種類

[3.6.3]

鋼管製といの防露　　　　※改修標準仕様書表3.8.4による

材質によるの種類

(13.3.2)

(13.4.2)

(13.4.3)

(13.3.2)

・

外部 打継目地、建具周り 変性シリコーン（MS-2）

劣化部分

縮 尺
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

第い-871号

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

一級建築士事務所　福井県知事登録

NO SCALE

Ａ

図面番号工事名称

図面名称

令和 年 7 月

02

建築改修工事特記仕様書（その２）

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

6
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京福コンサルタント株式会社



の材料

1.あと施工アンカー [8.2.4]あと施工アンカーの種類

接合筋の種類、径、長さ　　※図示　

・　　　　　　

セット方式

（ｋＮ）

せん断耐力引張耐力

（ｋＮ）（ｍｍ）
埋込深さ

（ｍｍ）

呼び径 備　考

・金属系

※本体打込み式改良型

・　　　　　　

種　類

・接着系

（ｋＮ）

せん断耐力

（ｋＮ）
引張耐力

（ｍｍ）

埋込深さ呼び径
（ｍｍ）

接着剤の品質　　　※有機系　　・無機系

　　　　　　　　　　　　　　　　　・頭部ナット無し　30ｄ（ｄはアンカー筋径）

アンカー筋の種類　※表8.2.1の異形棒鋼　・図示

アンカー筋の新設壁内への定着長さ　※頭部ナット付き　20ｄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　

アンカー筋の径および埋込み深さ　　※図示

※カプセル式 回転・打撃式

　性能確認試験

　　※実施しない

　　・実施する（試験方法及び試験数　・図示　・　　　　　　　）

[8.2.4]2.あと施工アンカー
の確認試験

　穿孔前の埋込み配管等の探査

　施工確認試験

　　※実施する

　　※鉄筋探知器（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う

　　・はつり出しによる

　　試験方法　※引張試験　　・　

　　確認強度　※図示　　　　・　

　　・実施しない

[8.12.7]

[8.12.4]

あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

8

[4.4.10～4.4.15][4.5.15]5.浮き部改修工法

※25※20 ※50※20※13 ※12

※9

・

※16

・

※9

・

※16

・

・

※9

・

※9

・

・・・

※16

・

※16

※9

・

・

※16

・

・

※50

・

※25

・

※25

・ ・

・

※16

※13

・

※20

・・

※25

・

・

※20 ※12

・

※25

・

※25

・

※25

※25

・

※25

・

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー

一般部 指定部指定部 一般部

注入量充填量２
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数(本/ｍ ) 注入口の箇所数(箇所/ｍ )

(ml/箇所) (ml/箇所)

２

　注入工法

　エポキシ樹脂注入工法

　注入工法

・

※25

・

※25・注入口付アンカーピンニング

改修工法の種類

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ ・・・

　アンカーピン

　 　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの。

　注入口付アンカーピン

　 　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径6mm

[4.2.2]

[4.1.4][4.2.2]

　 　・　

　※ポリマーセメントモルタル

[4.5.7]

[4.2.2]

4.欠損部改修工法

　・ウレタン樹脂　　　　（JIS A 5557）

　・変成シリコーン樹脂　（JIS A 5557）

　既成調合モルタル　・使用する

　　張付け材料

・タイル部分張替え工法

　　接着材

・タイル張替え工法

　　張付け材料

　　張付け工法

　　　既成調合モルタル　・使用する

[4.2.2][4.5.8]

[4.5.8][表4.5.3]

　　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※20以上×10以上　

　　　　その他　　※10以上×10以上　　・10以上×7以上　

　　目地寸法（mm）（幅×深さ）

　　　　　　　　　　・外装壁タイル接着剤張り

　　　外装タイル　　※密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り　・外装壁タイル接着剤張り

　伸縮調整目地および、ひび割れ誘発目地

・タイル部分張替え工法

　　接着材

　※ポリマーセメントモルタル

[4.5.7]

[4.2.2]

　・ウレタン樹脂　　　　（JIS A 5557）

　・変成シリコーン樹脂　（JIS A 5557）

　　張付け材料

・タイル張替え工法

　　張付け材料

　　張付け工法

[4.2.2][4.5.8]

　　　外装タイル　　※密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り [4.5.8][表4.5.4]

　　位置　※改修標準仕様書表4.5.1による　・図示

　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※20以上×10以上　

・目地ひび割れ部改修工法

　　既成調合モルタル　・使用する

[4.2.2][4.5.16]

　　　　その他　　※10以上×10以上　　・10以上×7以上　

・伸縮目地改修工法

　　伸縮目地の寸法　幅　（mm）：

[4.2.2][4.5.16]

　　伸縮目地の位置　※図示　・　

　　目地寸法（mm）（幅×深さ）

6.目地改修工法

　　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り　・外装壁タイル接着剤張り

　伸縮調整目地および、ひび割れ誘発目地

　　　　　　　　　　・外装壁タイル接着剤張り

　　　既調合モルタル　・使用する

　既調合モルタル　・使用する

　　　　　　　　　　深さ（mm）：

種　　　類 注入量（ml/ｍ）

0.2以上～1.0未満 200～300

50～100

0.3以上～0.5未満 100～200

150～2500.5以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

※130　・　

※70　　・ 

※40　　・ 

※130　 ・　

※自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂注入工法

・機械式エポキシ樹脂注入工法

※樹脂注入工法3.ひび割れ部改修工法

1.専門工事業者

2.タイル接着力試験 ※行う　　　・行わない

保証期間　※５年間　　・　

ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

※監督員の承諾する専門工事業者

[4.2.2][4.3.4]

4-3

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁（

責
任
施
工）

・高圧水洗工法

[4.6.3]

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法
・

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　 ・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

1.既存塗膜等の除去
工　法 処理範囲 下地面の補修

・サンダー工法

4-4

塗
り
仕
上
げ
外
壁
等

※下地調整塗材

・ポリマーセメントモルタル

[4.6.3]2.下地調整材

3.仕上げ塗材仕上げ

・防水形仕上塗材主材

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

※監督員の承諾する業者

※日本塗装工業会の会員（「日本塗装工業会指導要領」に基づき、指導員の指導を受けること。）

・上記に該当しない工事

塗装業者

新規仕上塗材の種類

・内装薄塗材Ｗ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・外装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・外装厚塗材C

・外装薄塗材Ｅ

・複層仕上塗材

・厚付け仕上塗材

種　　類

・薄付け仕上塗材

・砂壁状じゅらく

仕上げの形状防火材料呼び名

・京壁状じゅらく

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・外装厚塗材Ｓｉ

・砂壁状　　

・さざ波状　・平たん状

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

上塗材　・適用する

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

上塗材

耐候性　※耐候形３種　

　溶媒　※水系　・溶剤系

　　　　・メタリック

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

外観　※つやあり　・つやなし

　樹脂　※アクリル系

増塗材　　・適用する

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

  および下地処理

※F☆☆☆☆　・　

・塗装工事および仕上げ塗材仕上げの塗り面積の合計が概ね500m2以上の工事、または塗装専門業

者が元請業者である工事

[4.1.5][4.2.2][表4.2.4]

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

　仕上塗材

・

・

・・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう系改修用 ・

・

・

・

・

・可とう系改修塗材Ｅ

・可とう系改修塗材ＲＥ

・可とう系改修塗材ＣＥ

・マスチック塗材 ・Ａ種

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

仕上材 ・アクリル樹脂エナメル

凸部処理　・行う

・Ｂ種
　　　　※つや有合成樹脂エマルション

　　　　　ペイント

外壁用塗膜防水塗

仕上げの形状・　　　　　　　　　　工法・　

外壁用塗膜防水塗の耐候性　※JIS　A　6909の耐候性１種相当

下地挙動緩衝材の適用　・適用する　・適用しない

吹付か工法の模様材の種類　・　　　　　　　　・所要量　　　　　　　(kg/㎡）

外壁用仕上塗材の種類　　　・　　　　　　　　・所要量　　　　　　　(kg/㎡）

[4.1.5]

　建築補修用注入エポキシ樹脂  ・低粘度形　・中粘度形 [4.2.2]

　コア抜取り確認　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材充填

[4.2.2][4.3.5]

　充填材料

　　　※1成分形または2成分形ポリウレタン系　・　

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う

　・可とう性エポキシ樹脂

（18.1.3）

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量 [7.1.3]1.材料

※F☆☆☆☆　・　

下地調整

木部

鉄鋼面

モルタル、プラスター面

コンクリート、ＡＬＣパネル面

せっこうボード、その他ボード面

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・行う

・行う

防火材料

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[7.1.3]

既存塗膜の除去範囲（塗替えでRB種の場合）

　※塗替え面積の30％　　・図示

[7.2.1][表7.2.1～7.2.7]3.下地調整

コンクリート、押出成形セメント板面 ・

下地面の種類 下地調整の種別

塗替え 新　規

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・行う

補修

ひび割れ部の

[7.2.2～7.2.7][表7.2.1～7.2.7]

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

※ＲＢ種　・　

2.塗装業者

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具） 　ＲＣ種

　ＲＡ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

4.錆止め塗料塗り

亜鉛めっき面

鉄鋼面

※ Ｃ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

※ Ｂ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

※ Ｂ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

※ Ａ種　・Ｂ種

[7.3.2～7.3.3][表7.3.1～7.3.4]

屋内(EP-G以外)

屋外

屋内(EP-G)

屋内(EP-G以外)

屋外

屋内(EP-G)

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規鉄鋼面見え隠れ

塗替え

新規鉄鋼面見え掛り

新規鉄鋼面見え隠れ

塗替え

新規鉄鋼面

新規鋼製建具

塗替え

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

※ Ｃ種

※ Ａ種

※ Ａ種

※ Ａ種１種　・　

※ Ａ種１種　・　

※ Ａ種１種　・　

塗装面 塗料 工程

錆止め塗料塗りの種別

※ Ａ種　・Ｂ種

新規鉄鋼面

が元請業者である工事

・上記に該当しない工事

※監督員の承諾する業者

7

塗
装
改
修
工
事

・塗装工事および仕上げ塗材仕上げの塗り面積の合計が概ね500m2以上の工事、または塗装専門業者

※日本塗装工業会の会員(「日本塗装工業会指導要領」に基づき、指導員の指導を受けること。)

・オイルステイン塗り

木部 ※Ｂ種・木材保護塗料塗り

木部　塗料（・油性・水性）

塗 装 の 種 類 塗　装　面

・合成樹脂調合ペイント塗り 木部

鉄鋼面

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※Ａ種（外部）

※Ｂ種（内部）

・Ａ種　・Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

塗替え

工　程

新　規

5.塗装

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

木部・鉄鋼面・亜鉛めっき鋼面

・つや有り合成樹脂エマルション

ペイント塗り

・合成樹脂エマルションペイント塗り

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・ウレタン樹脂ワニス塗り

・耐候性塗料塗り

コンクリート面

押出成形セメント板面

ター・せっこうボード面等

屋内木部

コンクリート・モルタル・プラス

ター・せっこうボード面等

コンクリート・モルタル・プラス

ター・せっこうボード面等

下地調整ＲＢ種

下地調整ＲＣ種

木部

※ Ｂ 種 　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

・

・

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※Ｂ種

※Ａ種

※Ｃ種

※Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種・Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラス

屋内のコンクリート・モルタル面・アクリル樹脂系非水分散系塗料

・フタル酸樹脂エナメル塗り

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

・クリアラッカー塗り 木部 ※Ｂ種

鉄鋼面　上塗り等級（　）級

亜鉛めっき鋼面　上塗り等級（　）級

塗装の種類

　※１種　・２種

　合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別　　※１種　・　

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

せっこうボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

※改修特記仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

※改修特記仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

[7.4.2]

[7.9.2

[7.4.2～7.14.2][表7.4.1～7.14.1]

　　　 　　

　現場打ちコンクリート壁の打増部に用いる既存部とのシアコネクタ

　シアコネクタとセパレーターの兼用

　　※兼用してもよい　・兼用しない　

3.シアコネクタ

　　径（mm）　　　　　※D10　・　

　　長さ（mm）　　　　※8d（d:シアコネクタの径）　・　

　　間隔（mm）　　　　※500×500　・　

　　埋込み深さ（mm）　

　　種類　　　　　　　※金属拡張系あと施工アンカーの異形差筋アンカー　　・　

4.穿孔機械

（ダイアモンドコアドリル、ハイブリッドコアドリル、ミストドリル、ソノドリル等）

・ハンマードリル

※低騒音、低振動型穿孔機

[8.7.8]

縮 尺
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

第い-871号

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

一級建築士事務所　福井県知事登録

NO SCALE

Ａ

図面番号工事名称

図面名称

令和 年 7 月

03

建築改修工事特記仕様書（その３）

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

6
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京福コンサルタント株式会社



京福コンサルタント株式会社
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号

NO SCALE

年 7

第い-871号 Ａ

外壁改修工事特記仕様書

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

シーロング材

プライマー

セメントフィラー

ひびわれ補修

エポキシ樹脂注入工法（0.2mm～1.0mm未満） Ｕカットシーリング材充填工法（1.0mm以上）

ひびわれ補修

軽量エポキシ樹脂モルタル充填工法

欠損補修

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

大規模欠損補修浮き補修

軽微なひび割れ（0.2mm未満）

シール工法にて補修を行う。

仕上げモルタル

取り付パイプ

インジェクター

エポキシ樹脂注入材充填

1
0

1
0

10～15 3～5

ひびわれ

エポキシ樹脂プライマー

特殊軽量樹脂モルタル

表面処理

鉄筋に防錆材を塗布する。防錆材塗布

アンカー打設

プライマー塗布

ホコリは、ワイヤーブラシ等を用いて除去を行う。

駆体面に接着系アンカーを打設し、ステンレス線で

アンカーを結束する。

エポキシ樹脂系プライマーをコンクリート面に塗布する。

ポリマーセメントモルタルを所定の面まで充填する。

深さ40mmを超える部分は櫛目を入れて、翌日プライマー

塗布、再充填を行う

打設工

仕上げ 充填後、表面を金ゴテにて仕上げる。

ステンレス線結束

接着系アンカー

直径6mmのコンクリートドリルを用い、駆体コンクリート

中に30mmの深さに達するまで行う。

さっ孔後、十分孔内を清掃する。

アンカーピン部
削孔

グリースガンを用いて、エポキシ樹脂を最深部より徐々

に、充填する。固定部
アンカーピン

挿入する。
アンカーピン

挿入

コンクリートドリルを用いてさっ孔を行う。

残存浮部の注入

残存浮部の削孔

ないよう注入する。

グリースガンを用いて、注入材を徐々に未注入部が残ら

養生 注入材の硬化養生を行う。

アンカーピン位置断面詳細図

エポキシ樹脂充填

全ネジステンレスアンカーピンφ4

アンカーピン固定部（13本/㎡）

注入口（12本/㎡）

標準配列格子（25本/㎡）

外 壁 改 修 工 事  特 記 仕 様 書

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

取付パイプ
の接着

表面処理 ひび割れに沿って5cm程度の幅で、

樹脂シール材にて取り付ける。

取り付けパイプをひび割れの中心位置にエポキシ

ワイヤーブラシ等を用いて、レイタンスやほこり

を除去する。

自動式定圧エポキシ樹脂注入工法

表面処理

プライマーの塗布後、直ちに特殊軽量樹脂モルタルを

所定の面まで充填する。

塗布後、表面を金ゴテにて仕上げる。

打設工

仕上げ

エポキシ樹脂係プライマーをコンクリート面に塗布する。プライマー塗布

ホコリは、ワイヤーブラシ等を用いて除去を行う。

鉄筋に防錆材を塗布する。

自動式定圧エポキシ樹脂注入工法

エポキシ樹脂プライマー

特殊軽量樹脂モルタル

防錆材塗布

軽量エポキシ樹脂モルタル充填工法

表面処理 ホコリは、ワイヤーブラシ等を用いて除去を行う。

プライマーの塗布後、直ちに特殊軽量樹脂モルタルを

所定の面まで充填する。

塗布後、表面を金ゴテにて仕上げる。

プライマー塗布

打設工

仕上げ

軽量エポキシ樹脂モルタル注入工法

エポキシ樹脂係プライマーをコンクリート面に塗布する。
ひび割れに沿って、幅10mm、深さ10mm～1mm程度の

Ｕ字型の溝を設ける。
Ｕカット

Ｕカット溝内部の切粉等をワイヤーブラシ、刷毛等

で除去し、清掃する。

仕上げる。

シーリング材は、コンクリート表面から3～5mm程度

低めに充填する。

溝内の清掃

プライマー塗布

充填

仕上げ シーリング材硬化後、セメントフィラーを用いて、

壁面と均一になるように、へら、刷毛等を用いて

仕上げる。

養生

また、雨等からも養生する。

清掃 シール部以外の汚れを除去し、清掃する。

シール材が硬化するまでは、損傷、汚染等のない

ようにする。

プライマーを溝内部に塗り残しのないように均一に

塗布する。

溝内へ、シール材をコーキングガンで、空隙や打残

し等のないよう加圧しながら充填し、表面を平滑に

Ｕカットシーリング材充填工法

タイル・モルタル・人造石等

エポキシ樹脂充填

アンカー孔　6mm

ポリマーセメントモルタル既設鉄筋

Ｕカット

直径4mmのステンレス製（SUS304)全ネジアンカーピンを

シール工
行う。

ひび割れをエポキシ樹脂シール材にてシールを

定圧注入器具にてエポキシ樹脂を注入する。
低圧注入器具

にて注入材充填

等で除去する。

をタガネ、ワイヤーブラシ、ディスクサンダー

硬化養生後、注入パイプ及び表面のシール材
注入パイプ及び
シール材の撤去

6

04

1,000

1
,0

0
0

200200200200

露出筋補修（バクレツ）
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防錆材塗布



京福コンサルタント株式会社
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号年 7

第い-871号 Ａ

6

N

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

配置図・案内図
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植込

植込

植込

植込

植込

植込 ｺﾞﾐ
置場 置場

自転車 自転車
置場

隣地境界線

隣
地

境
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線

隣
地

境
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線

隣
地

境
界

線

隣地境界線
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界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

9
,
7
00

1
7
,
60

0

31,40026,420

1
2
,0

0
0

1
7,

3
5
5

5,500
全面道路

05

A1：1/150
A3：1/300

配置図 S=1/150

植込植込 植込

植込

植込

植込

植込

工事場所：小浜市福谷25号13番地2

R162
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特記事項

：工事対象範囲外とする。



N

DN

DN
UP

植込

植込

植込

植込

植込

ｺﾞﾐ
置場 置場

自転車 自転車
置場

隣地境界線

隣
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境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地
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界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境界線

9
,
7
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1
7
,
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0

31,40026,420

1
2
,0

0
0

1
7,

3
5
5

5,500
全面道路

仮
設

休
憩

所
倉

庫
仮

設
ト

イ
レ

ｺﾞﾐ収集利用

くさび緊結式足場W900
養生ﾒｯｼｭｼｰﾄ張り

敷き鉄板1.5*3 12枚

足場ｽﾃｰｼﾞ
（屋根材置き場）

敷き鉄板1.5*3 6枚

敷き鉄板1.5*3 6枚

住人利用 住人利用 住人利用

住人出入

仮設工事特記事項

3.工事中の資材置場、工事車両侵入経路、などの仮設計画については監督員と協議を行い 承諾を得ること。

4.危険物等については十分に管理し、いたずら等を発生させないように保管を行うこと。

2.施工状況により足場等の盛替えが生じた場合は受注者が責任を持って対応すること。

仮設計画図 S=1/150

に対し影響のある場合には受注者の責任に於いて速やかに対応すること。

1.本仮設計画は最低限度のものを示すものであり、作業内容、天候等により近隣住民、道路通行人（車）等

福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号年 7

第い-871号

6

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

仮設計画図（参考)

京福コンサルタント株式会社

Ａ
06

A1：1/150
A3：1/300
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物置
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京福コンサルタント株式会社
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号年 7

第い-871号 Ａ

6
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,
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2
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X1

X1

Y1

Y4

Y5

Y6

Y7

Y9

Y10

Y2

Y3

Y6

Y8

Y9

Y10

X4 X7 X8 X9 X10 X11 X12

X12X11X8X7X6X5X3X2 X9

N

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展　開

4,550 4,150

9,100

5,460 1,820 1,820

4,550 3,640 1,820 1,820

5
,4

0
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1
,
57

0
1,

5
7
0

1
,
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0
6
9
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1
,
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0
1,

3
60
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物置

ﾋﾟｯﾄ
ﾋﾟｯﾄ

物置

物置

物置
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物置
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ﾋﾟｯﾄ

1階平面図

物置
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11
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11
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SD AD
3

凡例

**
** :建具記号を示す。

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

1階平面図 S=1/100

07

A1：1/100
A3：1/200

5
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既設外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

改修項目
壁面調査（目視、打診調査）

既設共用廊下等天井・壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

既設外部建具　→　建具清掃 既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

既設竪樋：VP φ100　VE塗装　→　ｹﾚﾝ清掃 下地調整後非水分散塗料 NAD (ｳﾚﾀﾝ系)新設、取付金物点検後一部改修

：工事対象範囲外とする。。

特記事項



京福コンサルタント株式会社
福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号年 7

第い-871号 Ａ

福谷公舎(A棟)　屋上防水・外壁改修工事
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既設外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

改修項目
壁面調査（目視、打診調査）
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**
** :建具記号を示す。

共用廊下1

共用廊下2

SD
1

2階平面図

2階平面図 S=1/100

08

A1：1/100
A3：1/200

A

A'

既設共用廊下等天井・壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　
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既設外部建具　→　建具清掃 既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

既設竪樋：VP φ100　VE塗装　→　ｹﾚﾝ清掃 下地調整後非水分散塗料 NAD (ｳﾚﾀﾝ系)新設、取付金物点検後一部改修

：工事対象範囲外とする。。

特記事項
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**
** :建具記号を示す。

共用廊下1

共用廊下2

SD
1

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

3階・4階平面図 S=1/100

09

A1：1/100
A3：1/200

既設外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

改修項目
壁面調査（目視、打診調査）

A

A'

既設共用廊下等天井・壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

既設外部建具　→　建具清掃 既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

既設竪樋：VP φ100　VE塗装　→　ｹﾚﾝ清掃 下地調整後非水分散塗料 NAD (ｳﾚﾀﾝ系)新設、取付金物点検後一部改修

21

共用ﾎｰﾙ屋上※3階のみ

：工事対象範囲外とする。。

特記事項

既設共用ﾎｰﾙ屋上：塗膜防水（X-1）　→　ｹﾚﾝ清掃後 塗膜防水新設(L4X)
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改修項目
①：既設屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き　→　清掃不良個所撤去後 ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙかぶせ工法

⑥：ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(鋳鉄製)　→　改修ﾄﾞﾚﾝ

特記事項

BSｱﾝﾃﾅは既設のままとする。

既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙは石綿が含有しているとみなして撤去処分を行うこと。

⑤：ｱﾙﾐ笠木 W275　→　取り外し防水改修完了後復旧

④：点検ﾊｯﾁ：ｱｸﾘﾄﾞｰﾑ 1300角　→　ｱｸﾘﾄﾞｰﾑ再利用 / 立上り部分　既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ撤去、ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ新設

⑦：ｱﾝﾃﾅ架台　→　既設ｱﾝﾃﾅ再利用、既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ撤去、ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ新設 / ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板見切、笠木新設　t=0.35

③：既設屋上：塗膜防水（X-1）　→　ｹﾚﾝ清掃後 塗膜防水新設(L4X)

②：既設屋根軒先内樋：塗膜防水（X-1）　→　ｹﾚﾝ清掃後 塗膜防水新設(L4X)
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屋根伏図
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南側立面図 S=1/100 東側立面図 S=1/100

北側立面図 S=1/100 西側立面図 S=1/100

①：既設屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き　→　清掃不良個所撤去後 ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙかぶせ工法

②：外壁・軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し RE吹付　→　既設吹付 ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

⑤：打継目地・ﾀｲﾙ目地　→　既設ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

③：外壁：磁器質50角ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ（着色部)　　→　高圧洗浄

改修項目

⑧：基礎巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押さえ　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

⑦：竪樋：VP φ100,75　VE塗装　SUS掴み金物 @1,500　→　既設竪樋 ｹﾚﾝ清掃（金物共）下地調整非水分散塗料 NAD (ｳﾚﾀﾝ系)新設、取付金物点検後一部改修 

④：外部建具 →　既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

⑥：点検ハッチ：ｱｸﾘﾄﾞｰﾑ 1300角　→　ｱｸﾘﾄﾞｰﾑ再利用 / 立上り部分　既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ撤去、ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ新設

特記事項
既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙは石綿含有しているとみなして撤去処分を行うこと。

BSｱﾝﾃﾅは既設のままとする。

⑨：ｱﾝﾃﾅ架台　→　既設ｱﾝﾃﾅ再利用、既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ撤去、ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ新設 / ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板見切、笠木新設　t=0.35 
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0
0 住　戸

住　戸

物 置

ピ ッ ト

共用廊下

共用廊下

10

1.8

A-A'矩計図 S=1/30

（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　L4X工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）

可とう形改修塗材RE新設）

RE吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修

可とう形改修塗材RE新設）
劣化部分補修　下地調整
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後

RE吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修

劣化部分補修　下地調整
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後

（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）

出窓裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修
　　　　　　RE吹付

劣化部分補修　下地調整
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後

可とう形改修塗材RE新設）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修
RE吹付
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整
可とう形改修塗材RE新設）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修
RE吹付
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整
可とう形改修塗材RE新設）

RE吹付
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後

可とう形改修塗材RE新設）
劣化部分補修　下地調整

（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　L4X工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）

（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　L4X工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）

ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞ葺き（棟加工）
　　（清掃不良個所撤去後
　　　ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙかぶせ工法　棟加工）

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き

　　　ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙかぶせ工法）
　　（清掃不良個所撤去後

（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　L4X工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　X-2工法

Y10 Y7 Y6

凡例

:ｼｰﾘﾝｸﾞ箇所を示す。
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ﾓﾙﾀﾙ塗
100角磁器質ﾀｲﾙ貼り
（水洗い洗浄）

ﾓﾙﾀﾙ塗
100角磁器質ﾀｲﾙ貼り
（水洗い洗浄）

ﾓﾙﾀﾙ塗
50角磁器質ﾀｲﾙ貼り
ｺｰﾅｰ役物
（水洗い 浮き部分補修）

ﾓﾙﾀﾙ塗
50角磁器質ﾀｲﾙ貼り

（水洗い 浮き部分補修）

ﾓﾙﾀﾙ塗
50角磁器質ﾀｲﾙ貼り
ｺｰﾅｰ役物

既設ｱﾙﾐ笠木 取外し

（水洗い 浮き部分補修）

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設後再取付け

MS-2
既設ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ新設
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縦引ドレン
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ベランダ

500

1,600

軒先部分詳細図　1/15

ベランダ詳細図　1/15

1,500

劣化部分補修　下地調整
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
既設ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修　RE吹付

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修　RE吹付
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整
可とう形改修塗材RE新設）

既設ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修　RE吹付
（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整
可とう形改修塗材RE新設）

　　　　

ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ新設（かぶせ工法）
ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ専用下葺き材（軒先ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾃｰﾌﾟ)
既設ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ ｹﾚﾝ清掃（劣化部分撤去 不陸調整）

既設軒先水切の上
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.35 水切新設

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.35 水切新設
既設水切の上

既設軒先水切の上
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 ｱ0.35 水切新設

（不陸調整）

可とう形改修塗材RE新設）
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（ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後
劣化部分補修　下地調整

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水　L4X工法

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水新設）
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ｱﾙﾐ笠木
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福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

矩計図・部分詳細図

京福コンサルタント株式会社
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改修項目

Ｄ（共用廊下天井)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

Ｃ（共用ﾎｰﾙ天井)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

Ａ（ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

Ｂ（出窓)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設
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天井伏図その１

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事
京福コンサルタント株式会社

Ａ
A1：1/100
A3：1/200

13

21



和室8畳和室8畳

UB 押入

便所脱衣所
洗面

LD
K

洋室

洋室

押入

床の間

PS

PS

LDK

和室6畳

K

和室8畳

洋室

CZ

CZ

CZ

便所

洗面
脱衣所

UB
UB 洗面

脱衣所

便所
物入

押入

PS 物入

押入

床の間

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

ﾎｰﾙ

ﾎｰﾙ

ﾎｰﾙ

玄関

玄関

玄関

LD

ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

床の間

9
,
0
00

1,
8
0
0

6
,8

0
0

3
,
6
00

2
,
70

0
2
,
7
00

3
,1

6
0

3
,
64

0

590 11,830 1,820 8,700

910 3,640 910 1,820 910 3,640 4,090 970 3,640

9
,
4
70

2,
9
15

3
,
6
40

2
,
9
15

1,500 6,800 5,460 3,640 1,820 8,700 1,500

2,740 970 1,620 1,470 1,860 1,780 1,420 3,640

共用ﾎｰﾙ

1,500 320

N

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展　開

共用廊下1

共用廊下2 1
,6

0
0

改修項目

Ｄ（共用廊下天井)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

Ｃ（共用ﾎｰﾙ天井)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

Ａ（ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

Ｂ（出窓)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

4階天井伏図 S=1/100

Ｆ（軒裏)：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 補修 RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　

Ｅ（共用廊下天井)：防水ﾎﾞｰﾄﾞ RE吹付　→　ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設　
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①：内壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し RE吹付　→　既設吹付 ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

②：内壁：磁器質50角ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ（着色部)　　→　高圧洗浄

③：建具 →　既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

改修項目

④：打継目地・ﾀｲﾙ目地　→　既設ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

⑤：ﾓﾙﾀﾙ巾木　→　高圧洗浄
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①：内壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し RE吹付　→　既設吹付 ｹﾚﾝ清掃高圧洗浄後劣化部分補修 下地調整 可とう形改修塗材RE（フッ素系）新設

②：内壁：磁器質50角ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ（着色部)　　→　高圧洗浄

③：建具 →　既設周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

改修項目

④：打継目地・ﾀｲﾙ目地　→　既設ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去後ｼｰﾘﾝｸﾞ(変性ｼﾘｺﾝ)新設

⑤：ﾓﾙﾀﾙ巾木　→　高圧洗浄
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福井県小浜市多田１１号２番地１TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録

月

一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

令和 工事名称

図面名称 縮 尺

図面番号年5 7

第い-871号

記 号 ・ 数 量 × × × ×× ××

形　　　状

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

× × × × ×× ××記 号 ・ 数 量 ×× ×× ×× ××

形　　　状

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

記 号 ・ 数 量 × × ×

形　　　状

形　　　式

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

× ×

1

SD

800

2,
0
00

備　　　考
（改修内容）

SD

1,
9
0
0

SD

1,
9
0
0

SD SD

備　　　考
（改修内容）

備　　　考
（改修内容）

70 70

Ａ

70

550 1,525

6
00

1,500

2,
1
6
0

9
3

63 （PS ES）（PS）
4

（階段）1

80

片開きPSﾄﾞｱ、ｽﾁｰﾙ

ｽﾁｰﾙ　　　SOP

ｽﾁｰﾙ点検ﾄﾞｱ

6060

YKK、LETECLAⅡ含等品

6 + (9)
AW

8

ｱﾙﾐｼﾞｬﾛｼﾞｰ窓

ｼﾙﾊﾞｰ

型板ｶﾞﾗｽ

網戸

1

70

（洋室）6 + (3)
AW

ｱﾙﾐそで付引違い出窓

ｼﾙﾊﾞｰ

網戸

70

3

70

4

1,700

70

90°

240

1
,2

0
0

240 2,600

ｴｱﾌﾞﾚｽ
90°

2
,
15

0

2,600

AB

4本立てｱﾙﾐﾃﾗｽ戸

AW
3 （洋室　L　和室）9 + (12)（L）

AB

(
2
,1

0
0
)

2
,1

5
0

（洋室 和室）12
AW

引違いｱﾙﾐｻｯｼ

網入型板ｶﾞﾗｽ

（脱衣室）（UB） （便所）3
AW

9

AW

10
（廊下） （物置）

AW

11
51

ｱﾙﾐ突出し窓

5
00

600

400

( )内 8A寸法

9
00

(320)

7
5
0

400

6
0
0

600

300

70

ｼﾙﾊﾞｰ

AD

ｱﾙﾐ台形出窓

透明

透明

ｼﾙﾊﾞｰ

1
,
20

0

240

90°

1,400

90°

240

(
7
00

)

(1,150)

AW-1のみ

( )内 1A寸法

AB

1,700

1,
2
0
0

1,
2
0
0

ｱﾙﾐ台形出窓

透明

ｼﾙﾊﾞｰ

AW

6
（LDK）

AW

7
6 （DK）

1,
2
0
0

AW

AW

1A

2
3 （L）

4A

AWAW

5

AW

8A

（玄関）

ｽﾁｰﾙ　塩ビ化粧

片開きPSﾄﾞｱｽﾁｰﾙ

5

ｽﾁｰﾙ片開きﾌﾗｯｼｭ戸　常閉（甲防)

100

SOP塗

F F

F F

2本立ｱﾙﾐﾃﾗｽ戸

70

3

はめ殺し窓

F

CﾀｲﾌﾟLD

消火器ＢＯＸ取付用切抜き

片開き玄関ﾄﾞｱﾌﾗｯｼｭ

（PS）

4201,600

建具表

福谷公舎　屋上防水・外壁改修工事

17

23N.S.

× 1

3
1

6
0
0

600

ｱﾙﾐ点検ﾄﾞｱ



1.8
10

8,700 1,820 11,830 4,070

8,7005,4605,4606,800

X1 X4 X7 X9 X12

X12 X9 X8 X2 X1

6,800

6,5552,915

Y8 Y6

1,800 6,8009,000

Y1Y6Y7Y10

9,470 7,885

Y2 Y8 Y10Y6

1,800 1,115

Y8Y6 Y7

Y2Y6

Y2 Y6

南側立面図 S=1/100

北側立面図 S=1/100

東側立面図 S=1/100

西側立面図 S=1/100

X９通リ立面図 S=1/100 X９通リ立面図 S=1/100
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凡例

：クラックを示す

：バクレツを示す

：タイル浮きを示す。

：欠損箇所を示す

＜施工数量調査＞

・調査項目　　ｸﾗｯｸ、剥がれ及び剥落部、浮き部

・調査方法　　打診、目視及びｸﾗｯｸｽｹｰﾙ等

・報告書　　　１部(A4版)※ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、監督員による確認後施工すること。
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凡例

：クラックを示す

：バクレツを示す

：タイル浮きを示す。

：欠損箇所を示す

※ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、

＜施工数量調査＞

・調査項目　　ｸﾗｯｸ、剥がれ及び剥落部、浮き部

・調査方法　　打診、目視及びｸﾗｯｸｽｹｰﾙ等

・報告書　　　１部(A4版)

監督員による確認後施工すること。
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凡例

：クラックを示す

：バクレツを示す

：タイル浮きを示す。

：欠損箇所を示す

※ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、

＜施工数量調査＞

・調査項目　　ｸﾗｯｸ、剥がれ及び剥落部、浮き部

・調査方法　　打診、目視及びｸﾗｯｸｽｹｰﾙ等

・報告書　　　１部(A4版)

監督員による確認後施工すること。
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凡例

：クラックを示す

：バクレツを示す

：タイル浮きを示す。

：欠損箇所を示す

＜施工数量調査＞

・調査項目　　ｸﾗｯｸ、剥がれ及び剥落部、浮き部

・調査方法　　打診、目視及びｸﾗｯｸｽｹｰﾙ等

・報告書　　　１部(A4版)※ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、監督員による確認後施工すること。
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